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　株主の皆様には平素から格別のご高配を賜り誠に有難うございます。
　ここに当第2四半期連結累計期間（平成29年4月1日から平成29年9月
30日まで）の概況をご報告申し上げます。
　高齢化や女性の社会進出、単身世帯の増加など社会環境の変化を背景
に、手軽にレンジアップして食べる中食の需要が高まっています。この
中食市場で求められる耐熱性や断熱性を備えた容器の売り上げが2桁の伸
びを示しており、リサイクル原料からの再生製品エコトレー、エコAPET
容器を含めたオリジナル製品の売り上げは堅調に推移しております。
　また、売り場で見栄えのする蓋付きの精肉容器や惣菜容器、深型の青
果用容器などの新製品も着実に販売数量を伸ばし、さらに大手外食チェー
ンでテイクアウト用容器という新しい分野での採用も広がったこともあ
り、売上高は865億55百万円の過去最高となりました。一方で、当社が
生産する製品の原材料価格が値上がりしたほか、物流費の上昇などによ
るコスト増があり、グループ全体で利益改善に努めたものの、経常利益
は66億28百万円となりました。
　今後の見通しにつきましては、8月に竣工した関東エコペット工場の本
格稼働により、エフピコ方式リサイクルの一貫生産を推進し、当期末ま
でに当社グループで販売するAPET透明容器の内、エコAPETの販売ケー
ス比率を95%まで引き上げてまいります。さらに、新素材の開発に向け
た研究、新製品の開発と品揃えの充実を図り、中長期的に安定して利益
を獲得できる体制を構築してまいります。
　今後とも当社ならではの強みを活かし、更なる努力を続けてまいりま
す。株主の皆様におかれましては、引き続きのご支援ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

当第2四半期連結累計期間の売上高は前年同期比1.2%増の865億55百万円、営業利益は同17.9%減の62億87百万円、
経常利益は同16.2%減の66億28百万円、親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益は同18.2%減の44億21百万円
となりました。当中間期の配当金につきましては、1株につき40円とさせていただきました。

代表取締役社長

「最も高品質な製品を、競争力のある価格で、
必要な時に確実にお届けする」という約束を
守るため、私たちは日々努力を重ねています。

株主の皆様へ
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耐熱素材

マルチFP
マルチSD

OPET

新透明PP

エコトレー

エコAPET

その他

エコ素材

その他

オリジナル素材

23%

31%

46%
54%

スーパーなどで回収
された透明容器や
PETボトルを再び透
明容器として蘇らせま
した。透明性・耐油性・
耐酸性に優れています。

OPETシリーズはPETを
縦・横に延伸して（2軸
延伸）分子を配向させ
ることで、強度と耐熱性
をアップ。耐油性に加
え、透明性を維持したうえで従来のPET素材
の60℃耐熱から80℃までの耐熱を実現した、
世界初の原料シートです。

スーパーなどで回収
されたPSP（発泡素
材）容器の再生品で
す。何度も繰り返し
再生できる循環型リ
サイクルトレーです。

OPET

MFPエリッシュ（マルチFP素材）

WUかん合

AP-B＆H（エコAPET素材）

MFP鍋丸（マルチFP素材）新透明PP 高い透明性 高いデザイン性

世界初の原料シート 高低の温度対応

マルチSD

● 蓋が閉めやすく、作業性が良い
● かん合性が良くテープ留め不要

● 折箱の風合で高級感を演出できる
●   折箱を使用することで特別な日をより

素敵に演出することができる

● デザインが良く、売り場でも目に付く
●   サイズも豊富で、用途や商品づくりの幅

が拡がる

●   アイキャッチの高い鍋型形状が冬の売り
場に最適

●   レンジ後のアツアツでも持って熱くない
ので安心

ユーザー
からの声

ユーザー
からの声

ユーザー
からの声

ユーザー
からの声

マルチFP

耐熱性・耐油性に優れ
ているので、電子レン
ジで加熱しても食品容
器に変形も穴あきも生
じません。また、PP素
材はMC油脂等により脆化せず、破損しません。

電子レンジの加熱に適した耐
熱性（110℃）を持つ製品です。
マルチFPの改良により生まれ
た非発泡タイプで、成形性に
も優れ、非発泡ならではの
シャープな形状が特徴です。

電子レンジの加熱に適し
た耐熱性（110℃）と、
耐寒性（-40℃）を併せ
持つ優れた発泡素材で
す。断熱性にも優れ、
電子レンジで加熱しても食品容器の外側は
70℃以下。中身の食材が高温でも安心して手
で持つことができます。

■エコトレー

■エコAPET

オリジナル素材のご紹介

話 題 の 製 品
～お客様の「売れる売り場づくり」の実現に活躍しています～

成 長 戦 略 製 品 情 報

機能性のある
オリジナル素材が好調！
更に成長しています
環境に配慮して開発されたリサイクル再生製
品のエコトレー、エコAPET容器を始め、安
心してレンジ加熱ができる耐熱性、断熱性を
持つシートや、耐油性と耐熱性を持ち、高い
透明性で中身をより引き立たせるシートな
ど、当社が独自に開発した素材を使った製品
は、スーパーやコンビニエンスストア、外食
チェーンなどで高い評価をいただいています。
当上半期におけるオリジナル素材を使った製
品の売上構成比は54%となり、更に成長を続
けています。

ボ リ ュ ー ム 感 を 演 出

売 り 場 に 上 質 を 演 出

食 卓 に そ の ま ま O K

レ ン ジ で 簡 単 ！ 　 安 全 ・ 安 心 で す

3 第56期 中間報告書　株式会社エフピコ 第56期 中間報告書　株式会社エフピコ 4



略歴

昭和12年  7月　岡山県井原市に生まれる
昭和35年  3月　日本大学経済学部卒業
昭和37年  7月　  福山パール紙工株式会社（現 株式会社エフピコ）

代表取締役社長
平成21年  6月　  株式会社エフピコ　   

代表取締役会長兼最高経営責任者（CEO）

栄誉

平成  9年  4月　藍綬褒章
平成11年  2月　第19回毎日経済人賞
平成23年  2月　第9回渋沢榮一賞
平成25年11月　旭日重光章
平成28年  3月　福山市名誉市民
平成29年  4月　紺綬褒章
平成29年  5月　従四位

全国5万トンのエコPET原料供給能力

創業者小松安弘が平成２９年５月２３日に永眠いたしました。
生前のご厚誼に深謝し、謹んでご報告申し上げます。去る７
月に福山ニューキャッスルホテル、ホテルニューオータニ東
京の２会場にて「お別れの会」がしめやかに執り行われ、両
会場で約３,５００名もの参会者にお見送りいただきました。会
場では生前の映像が流され、赤いネクタイを身に着けて一
心に情熱を傾けてこられた姿に、参会者の多くがその足跡
を偲ばれました。
社員一同現場主義・顧客第一主義の理念を忘れることな

くいつも心に赤いネクタイを思い描き、創業者小松安弘の
遺志を受け継いでまいります。

使用済みのPETボトルやPET透明容器をリサイクルしてペレットに戻し、
これを再生シートにして成形まで行う関東エコペット工場が平成29年8
月に完成しました。この関東エコペット工場では年間約2万トンのPET
原料の生産を予定しており、既に稼働中の中部エコペット工場の2万トン、
西日本ペットボトルリサイクルの1万トンと合わせ、当社は年間5万トン
のPET原料を生み出す原料メーカーとしての役割も担います。

関東エコペット工場が完成いたしました

+

設 備 投 資

中部エコペット工場

岐阜県

2万トン／年 

西日本ペットボトル
リサイクル
福岡県

1万トン／年 

関東エコペット工場

茨城県

2万トン／年 
※平成29年8月完成

関東リサイクルセンター

関東エコペット工場

東日本ハブセンター
関東八千代工場

トピックス

創業者 小松安弘 お別れの会
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL ０１２０-０９４-７７７（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告
公告掲載URL http://www.fpco.jp/

（ただし、電子公告によることができない
事故、その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1．  ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、

配当金受取方法の変更などについては、お取引のある証券
会社にお問合せください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、左記特別口座の口座管理機関にお問合せください。な
お、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店及び
全国各支店でお支払いいたします。

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

福 山 本 社 〒721-8607
広島県福山市曙町一丁目13番15号
TEL 084-953-1145（代表）

東 京 本 社 〒163-6036
東京都新宿区西新宿六丁目8番1号
新宿オークタワー36Ｆ
TEL 03-5320-0717（代表）

設 立 昭和37年7月24日
資 本 金 13,150,625,630円

会社の概況（平成29年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

120,000,000株
44,284,212株

3,834名

株式の状況（平成29年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 14,339 34.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　 1,790  4.33
積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 1,732  4.19
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,638  3.96
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 996  2.41
株 式 会 社 西 日 本 シ ティ 銀 行 880  2.12
エ フ ピ コ 共 栄 会 815  1.97
GOVERNMENT OF NORWAY
常任代理人シティバンク、エヌ･エイ東京支店 770  1.86

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（ 三 井 住 友 信 託 銀 行 再 信 託 分・
株式会社もみじ銀行退職給付信託口）

762  1.84

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託積水化成品工業口） 600  1.45

大株主の状況（上位10名）（平成29年9月30日現在）

（注） １．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
 ２．持株比率は、自己株式数（2,944,109株）を控除して計算しております。

株式分布状況（平成29年9月30日現在）

● 金融商品取引業者
　 0.42%

● その他の法人　
　 38.61%

● 金融機関
　 29.15%

● 個人・その他
　 10.99%

● 外国法人等
　 14.19%

● 自己株式
　 6.64%

株 主 メ モ


